な 煩悶と 真ッ 正面から 取り組んで いるの だろう。 

彼 は 思いきって 立ち上った。 出発 寸前の 特攻隊の 顔 

である。 自分の 思考力に 見切り をつ ける という ことが 

この 大男に は 死ぬ 苦しみと いうの かも 知れない。 

女中に 訪ぃを 通じる と、 例によって 海 舟のお 側 づき 

の 女中 小 糸が 代って 現れて、 奥の 書斎へ みちびい てく 

れる。 早朝の ことで、 ほかに 来客 はいなかった。 

「早朝より 静謐 を 騒がせまして、 無礼の 段、 特にお ゆ 

るし 下さり ませ」 

声 涙と もに 下る という 悲痛の 様で、 あやまつ ている- 

おおぎょう 

い つもな がらの 大形 さに 海 舟 は 笑って、 



ので ござります。 内側より 力 ケガネ を かけ 密封せられ 

たる 土蔵の 中で、 殺された 男が ございます。 犯人 は 外 

への がれた 害はありません が、 煙の 如くに 消えて おり 

ます」 

「今朝の 新聞で 見た が、 人形 町の 小間物屋の 話 かえ」 

r ハ。 まさしく 左様で。 本朝 未聞の 大 犯罪に ござり ま 

す」 

人形 町の 「川 木」 という 小間物屋で、 主人の 藤兵衛 

が 土蔵の 二階の 部屋で 殺されて いたが、 発見され たと 

き は 部屋の 戸に 内側の 力 ケガネ がか か つていた と いう。 

そのころ の 新聞記事 という もの は、 三面記事の 報道に 



何よりに 思って おりました そうで、 常住 土蔵に 坐 臥し 

て 満足 を 味つ ていたの だそう でございます」 

「妻子 も 土蔵の 中に いるかえ」 

「いいえ、 藤兵衛 一人で w J ざ い ます。 至 つ て 殺風景な 

部屋で、 なんの 部屋 飾り もな く、 年々 の 大福帳と、 大 

倉 式の 古風な 金庫が 一 つ ある だけで ございます」 

「ハバ カリ は、 どうしていた え？」 

「さ。 それ は 聞いて おりません」 

「そんな こと も 一度 はしらべ てお くもの さ。 罪の 根 は 

深い もの だ。 日常の くらし、 癖、 それ をよう く 知って 

みると、 謎の 骨子が ハツ キリと しゃすい もの さ。 それ 



「なに かの 都合が よく ある もの さ」 

「ヽソ ヽソヽ I 

I ノ、 ノ、 ノ」 

虎之介 は バカ声 をた てて 笑って いる。 

新十郎 は、 まず、 最初に 疑問 をいだ いたと いう 女中 

のおし の を よんだ。 二十 一二の 近在の 娘で、 ここへ き 

て 五 年になる。 お 江戸 日本 橋の 五 年の 生活で、 すつ か 

り 都会に なれて いる。 

「お前 は ヒキ戸 を ひいて みて、 力 ケガネ がか かってい 

ると 分った の だネ」 

「ハイ。 そうです」 

「どうして 力 ケガネ がか か つ ている と 分った の だネ」 



新 十 郎は彼 をむ かえ 入れて、 

「おまえが 旦那 を 見かけな すった 最後の 時 はいつ ごろ 

だえ」 

「私 は 昨 晚は八 時に ヒマを もらいまして、 遊びに でて 

おりまして、 旦那に はお 会いして おりません。 御 承知 

でも ございま しょうが、 昨日 は 五日、 水天宫 さまの 縁 

日で) J ざ います。 - J の 日 は 夜 ッぴ てこ の 通り も 混雑 い 

たします から、 一日、 五日、 十五 日の 縁日に 限って、 

当家 は 夜の 十二時まで 店 を ひらいて おります。 です が、 

店員 全部 居 揃う 必要 もありません ので、 五日の 縁日に 

は、 私と 正 どんと 文 どんが 夜の 八 時から 休み を もらう 



て 批判力が まだ 少ない から、 噂の ある 通り を 軽く 喋る。 

綜合す ると、 お 模と芳 男の 仲 は、 すでに 町内で 噂に な つ 

ている ほどであった。 

花 廼屋は 女子供から 調べ あげてき て、 ニヤ リ /\ と 

鼻 ヒゲの 先 をつ まんで ひねりながら、 

「おさかん な ものだねえ。 皆々 よろしくやつ ています 

よ。 芳男 はお 模の ほかによ し 町の 小 仙と いう 妓の 旦那 

をつ とめて いるね。 小唄の 師匠と いうのに 入れ あげて 

もい るそう だ。 修作 もよ し 町の ヒナ 菊と いう 妓の 旦那 

を 相つ とめて いるね。 ほかに、 女 義太夫の 若い 妓をか 

こって いるそう だ。 さらに 驚くべき ことに は、 十八の 



「あなた ャケを 起しち やい けません ねえ。 探偵が ャケ 

を 起して、 土ぐ らい 鼠が もってくる 鼠が もってく 

るかね え。 それ はモ ダラの 事でしょう。 ですから、 あ 

なた、 犯人 はとても つかまりません」 

明朝 十一 一時に 新 十郎の 家で 勢ぞ ろい する ことにして、 

一同 は 別れ、 めいめいが 思い思いの ところへ 探偵に で 

かけた。 

* 

海 舟 は 砥石 を ひきよせ、 しずかに ナイフ をと いでい 



る。 とぎ 終る と、 ナイフ を 逆手に もって、 チヨ ィと後 

ろ 頭 をき る。 懐紙 を とりだして、 存分に 悪血 をし ぼり 

とっている。 それが すむ と、 今度 は 指 を チヨ ィ ときる- 

そして 存分に 悪血 をし ぼる。 こうして 虎之介の 話 をき 

き 終った。 

「力へ ー がさめ るぜ。 それが さめち ゃァ、 まずい もの 

だ」 

虎之介に 珈琲 をす すめ、 自分 はなおし ばし ナイフ を 

逆手に あちこちから 悪血 を しぼりとって、 心眼 を 用い 

て いるら し い。 

どうやら 推理が 組み 上ったら しい。 
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